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・カヌーにおいては、歩いて廻る風景と異なり、水辺の近い視点はより自然環境を間近に
感じることができ、カヌーという新鮮さも手伝い、本格導入を望む声が多く聞かれた。

【今後の活動予定・団体のＰＲ】
・生物多様性の保全に関する取組みは、専門家や行政だけではなく、全ての市民や様々
な機関が協働して推進する必要がある。
・直接的に生物を愛護・保護する取組みだけではなく、家族や仲間と楽しみながらできる
取組みにより間接的に保全につなげることができる。
・響灘ビオトープや市内の自然系、公園系施設のイベントに参加したり、自宅や職場の近
くの身近な自然環境にふれたり、気軽にかつ続けてできることを考えてもらいたい。
・カヌーやノルディックウォーキングの募集 をご覧になった方は、是非、参加してほしい。

【連絡先・ホームページアドレス・ 】
響灘ビオトープ ：
ホームページ チャンネル


